
物件費

1,389,110 

26.7% 

人件費

1,280,070 

24.6%

補助費等

668,080 

12.9% 

普通建設事業費

495,130 9.5% 

公債費

447,180 8.6％

扶助費 405,170 

7.8% 

繰出金

283,020 

5.4％

積立金 155,980 

3.0%

その他

79,260 

1.5% 

総務費

1,279,070 

24.6%

民生費

886,640 

17.1%

教育費

771,070 

14.8%

諸支出金

577,690 

11.2%

公債費

447,180 

8.6%

土木費

385,620 

7.4%

農林商工費

330,590 

6.4%

衛生費

275,910  5.3%

消防費

168,680 3.3%

議会費 67,070 

1.3%
その他

13,480  0%

地方交付税

2,060,000 

39.6%

国県支出金

924,760 

17.8%

繰入金

799,910

15.4%

村 税

449,100 

8.6%

村 債

412,700 

7.9%

寄附金

181,580

3.5%

地方譲与税等交

付金 170,000

3.2%

その他

104,950

2.1%

繰越金

100,000

1.9%

 一般会計歳入  一般会計歳出（費目別）  一般会計歳出（性質別） 

     （単位：千円）  （単位：千円）  （単位：千円） 

 

 

 （歳入 5,203,000 千円）   （歳出 5,203,000 千円） 

※諸支出金については、基金積立金、特別会計繰出金等

 

区  分 内  容 

幼保連携型認定こども園建

設事業【健康こども福祉課】 
・幼保連携型認定こども園の R９年度開園を目指し、改修工事を実施するとともに運営の準備を進める。【R8】 １４４，８１０千円 

子ども子育て支援事業の推進 

【くらし窓口課・健康こども福

祉課・教育推進課】 

・３歳児未満の未就園児に対し、社会教育の体験を通して子どもの育ちを応援する乳児等通園支援事業【R8】を実施する。

・子育て世代の経済的な負担等の軽減を図るため、国の物価高騰対応重点支援交付金を活用し、保幼小中学校の給食費

を無償化するとともに、引き続き、不妊治療の検査費用助成【R7】や保育料の第２子以降無償化【R7】、新生児聴覚検査助

成【R5～】、小・中学校への新入学児童・生徒へ祝金の支給【H29～】等を実施する。（児童福祉支援事業 157,390 千円、児

童手当給付事業 91,800 千円、母子保健事業 9,550 千円、出産祝金給付事業 1,000 千円、入学祝金給付事業 2,550 千円）

２６２，２９０千円 

図書室運営事業 

【教育推進課】 

・書籍及び電子書籍ともに季節に合わせた特集を行い村民の利用促進を図るとともに、平日は、放課後や仕事終わりに利

用しやすい開室時間とすることで利便性を確保する。また、土日は定期的な読み聞かせ等の催しにより、子どもや保護者が

読書に触れる機会を創出する。

１１，０２０千円 

親の新たな学び支援事業 

【くらし窓口課】 

・出産や育児のために離職した方、または非正規雇用の方の正規雇用への転換を支援するため、就職や仕事に役立つ資

格や免許を取得に要する経費の一部を助成する。【R7～】
２５０千円 

子育て世帯新築助成事業 

【総合政策課】 
・子育て世帯の定住を目指し、住宅の新築等を行う際の負担を軽減するため、子育て世帯への助成を実施する。【H28～】 ５，０００千円 

魅力ある教育推進事業 

【教育推進課】 

・自立した社会人の育成を目指し、12 年間の一貫した教育課程（幼小中一貫教育）を押し進め、自ら情報を集め、企画立案

し、実行できるよう子どもたちを育てていく。あわせて、「明日香の風」や「日韓のかけ橋」など、外国文化に触れる機会を通じ

て、幅広い視野をもったグローバルな人材を育成する。 

・少人数学級編成による一人ひとりへのきめ細かな指導の継続とともに、社会適応力を向上させることを目的として個々の

特性に応じた特別支援教育を行うため、必要な人員を配置する。 

５０，１２０千円 

中学校部活動地域連携・展

開事業【教育推進課】 

・生徒の活動機会確保と教員の負担軽減を目的とし、中学校の部活動を「楽スポあすか」などと連携し、地域人材による持

続可能な運営体制へ段階的に移行する。地域指導者の確保・育成、地域連携による土日祝日の事業実施、および受け皿と

なる運営組織の構築を図る。 

９，８４０千円 

健康増進事業 

【健康こども福祉課・くらし窓

口課】 

・健康の維持増進を図るため、健康ステーション事業【H29～】等を実施し、引き続き、健康ポイントの付与や健診自己負担

の一律５００円の実施【R7】、国民健康保険被保険者への人間ドックの一部自己負担の助成金【R7～】、各種がん検診自己

負担費用の一部無償化（非課税世帯）【R6～】等、受診行動の促進を図る。併せて、がん予防推進員と各種イベントに出向

き、受診啓発活動を強化する。

３１，２１０千円 

地域包括ケア体制構築事業

【健康こども福祉課】 

・高齢者のフレイル予備群への体操実施やふれあいサロン活動【H27～】の支援、ボランティア参加を行うなど介護予防事業

および社会参加を推進する。また、買い物や掃除、ゴミ出し支援や通院などの移動支援を実施し、生活の困りごとに寄り添

った支援の実施。

８２，３７０千円 

在宅医療と介護を含めた拠

点整備事業 

【健康こども福祉課】 

・すべての世代が、いつまでも自分らしく安心して暮らせるよう、医療・介護・保健・福祉の提供を包括的につなぐ役割を担う

とともに、災害時の救護支援拠点に加え、支え合う人や情報が集まり、生きがいをもって社会参加や多世代交流・地域の活

性化・くらしの安心拠点である健康福祉センターの改修整備に向け、R8 年度は基本設計の策定および段階的に実施設計の

策定を行う。【R８～R９】

１０，５９０千円 

重層的支援体制整備事業 

【健康こども福祉課】 

・介護や障害、困窮など分野をまたぐ生活課題を抱える場合において支援会議等を重ね伴走型支援、参加型支援、相談体

制など一体的な支援を実施する。

・社会福祉協議会が主体となり、地域団体や介護・医療に関わる事業所・民間企業等の構成団体のネットワーク会議を開催

し、地域課題に対して、支え合う仕組みを検討し、社会資源の整備・創出を図る。

２４，０８０千円 

医療費助成事業 

【くらし窓口課】 

福祉医療の必要な方の健康保持と福祉増進を図るため、医療費の自己負担額を軽減する助成を実施する。子ども医療費

助成については、病院等受診時の窓口での負担軽減を図るため、現物給付制度を導入。 
４３，１００千円 

令和８年度当初予算の概要 

明日香村の令和８年度一般会計予算は、５２億３００万円で、前年度に比べると民生費で１億４，７６０万

円、２０．０％の増（認定こども園整備事業１億４，４８１万円等）、農林商工費で１億８０５万円、４８．６％の

増（農林産物等交流促進施設改修事業５，６７０万円、土地改良施設維持管理適正化事業（ため池浚渫等）

２，４５０万円等）となっており、一般会計全体で２億６，２００万円、５．３％の増となります。一般会計と６特

別会計、下水道事業会計の合計８会計を合算すると、７３億２，８２８万円となり、前年度と比べると２億８，３

６５万円、４．０％の増となっています。 

“明日香の暮らし”の分野 …黄色は新規事業

令和 8 年 3 月 18 日現在 



  

 

区  分 内               容 

公共交通運行事業 

【総合政策課】 

・誰もが身近に利用できる公共交通を目指し、赤かめ周遊バスやデマンド型乗合タクシーの運行などを行う。また、高齢者な

ど村民の交通弱者に対する優待料金の設定や、来訪者の公共交通利用促進を行う。さらに、今後増加が見込まれる来訪者

の公共交通利用の利用転換に向けて、グリーンスローモビリティやまるごと共通券システムを運用すると共に、明日香村地

域交通のあり方を検討し、住民及び来訪者が安全で安心に利用出来る交通体制の構築に取り組む。 

６８，３２０千円 

空き家の利活用事業 
【総合政策課・明日香産業課】 

・空き家の有効活用を図るため、空き家バンク制度により、物件の登録や所有者と利用者のマッチングを行うとともに、利用

するために必要な改修費用などに対する一部助成を実施する。 

・宿泊や飲食施設等の設置を希望する民間事業者への空き家や住宅の改修に対する支援を実施する。 

１０，９９０千円 

１４，５００千円 

農村魅力づくり事業 

【明日香産業課】 

・世界遺産にふさわしい農村景観の創出、多様な農業資源を活用した農業体験を実施し、新たな村の魅力を広く発信する。 

・農村 RMO を受け皿として、民間企業や学生ボランティア等との実証事業を継続し、農村景観を支える関係人口の創出を目

指すとともに、農業の効率化に向けた実証事業を実施する。 

１５，９００千円 

農林産物等交流促進施設改

修事業【明日香産業課】 

・設置後 20 年を経過した「明日香の夢市」の老朽改修工事を実施するとともに、「明日香夢の旬菜館」における照明器具の

LED 化を実施し、施設の機能維持及び省エネルギー化を図る。 
５６，７００千円 

有害獣対策事業 

【明日香産業課】 

・猟友会及び被害対策専門員と連携し、既存駆除活動に加えて、ICT 技術の活用や加害個体の特定捕獲・早朝の銃猟・囲

い罠等の駆除活動を有害獣多発地域で実施する。 
１６，２６０千円 

にぎわいのまちづくり事業 

【世界遺産戦略課・文化財

課】 

・「飛鳥・藤原」の世界遺産の中核をなす飛鳥宮跡を理解・体感できるように、県など関係機関と連携・調整を図りながら、史

跡の追加指定と公有化、復元整備を行い、適切な保存と効果的な活用を図る。また、飛鳥宮跡周辺における、車による観

光には適していないエリアに、徒歩などによる周遊機会の創出を図るための散策マップの作成を行う。 

２，８１０千円 

飛鳥駅前整備事業 

【総合政策課】 

・世界遺産登録を見据えて、住民サービスの向上と交通対策を含む来訪者対策など、飛鳥駅前周辺における機能充実とに

ぎわいのまちづくりに関わる基本設計を実施する。 
１５，０００千円 

西明日香エリア基本構想策

定事業【明日香産業課】 

・牽牛子塚古墳や星野リゾート宿泊施設の建設などとあわせて、西明日香エリアによる長期的な展望を視野に入れた地域

全体の土地利用構想、及び、村全体の農業を支えるために必要な加工・物流機能等を有する施設整備に係る基本構想を

策定する。 

６，０００千円 

飛鳥ブランディング事業 

【総合政策課】 

・世界遺産登録を見据えて今後のプローモーションや地域活動などにおいて、全村的な統一性をもった「飛鳥ブランディン

グ」の基準づくりを行い、魅力発信のあり方やデザインなどを検討する。 
５，０００千円 

観光振興事業 

【明日香産業課】 

・世界遺産等を意識した観光プロモーションや、文化財を活用した収益化事業として「飛鳥乃余韻」のリリースとともに、新た

な文化財を活用した収益事業立案に向けて、官学連携による取り組みを推進する。 
５，３１０千円 

明日香らしい観光誘客の促

進【明日香産業課】 

・村の魅力を WEB・SNS により国内外に効果的に発信するとともに、効果測定のための実態調査を行う。 

・民間事業者等と連携による閑散期キャンペーンの開催、世界遺産登録を見据えた旅行商品等の充実化を推進する。 
８，２７０千円 

里山景観の創出 

【明日香産業課】 

・森林資源及び空間の新たな活用方法を検討し、森林の多面的機能に新たな価値を見出すことで、持続可能な管理手法の

有効性を実証する。また、和ハーブプロジェクトに対して、継続的な後方支援及び連携を実施する。 
８，３３０千円 

世界遺産登録を機に予想さ

れる来訪者増加対策事業

【世界遺産戦略課】 

・世界遺産登録を機に観光バス等による来訪者の増加が想定されるため、観光バスの乗降を効率よく行うための実証実験

を行う。 
１，７００千円 

飛鳥ハーフマラソン事業 

【教育推進課】 

・世界遺産の資産候補をめぐる飛鳥ハーフマラソンを通じて、飛鳥の歴史資産、豊かな自然や食を多くの方々に堪能して頂

くことで、新たな飛鳥ファンや関係人口の獲得、地域経済の活性化、村民の健康意識の向上を目指す。 
２３，０００千円 

 

    区    分 内               容  
世界遺産登録推進事業 

【世界遺産戦略課】 
・世界遺産の登録審議に向けて、ユネスコ対応を行う。また、登録審議の様子を視聴できるパブリックビューイングの開催

や、登録後に記念行事を行う。 
  １９，０２０千円  

主要古墳等整備活用事業 

【文化財課】 

・世界遺産構成資産である中尾山古墳整備工事にともない古墳周辺に盛土をおこなうため、古墳及びその周辺の地盤が耐

えうるかどうかを確認するための地質調査を実施する。 
９，９２０千円 

世界遺産構成資産等の価値

の見える化【世界遺産戦略課】 

・構成資産の価値や魅力を啓発していくために、構成資産の見える化や当時の国際交流が分かる伎楽の創作を行う。 

 世界遺産版「バーチャル飛鳥京」、ＶＲ空間を活用した歴史展示ツール、伎楽プロジェクト 
１２，８３０千円 

文化芸術事業 

【文化財課】 

・村内在住の美術作家を中心とした展覧会や文化祭などの開催を通じて村民の芸術性を高め、文化の香る村づくりを促進

し、誘客を図る。明日香の匠展、明日香村文化祭、飛鳥アートヴィレッジ等 
４，６４０千円 

建築物等の修景補助事業 

【総合政策課】 
・建築物等の新増改築の際に景観に配慮した屋根や外壁等に係る経費の軽減を図るため助成を実施する。 ３９，２１０千円 

集落コミュニティ育成活動事

業【総合政策課】 

・集落及び観光周遊ルートの環境美化を定期的に実施する大字管理組合に対し、活動費助成を行う。【H23～】 

・歴史的風土の保存のために大字管理組合が行う事業に対する支援を行う。【S55～】【特別会計】 
４５，３９０千円 

自然環境保全活用事業 

【くらし窓口課】 
・生物多様性の取組（あすかホタルが再生する環境整備）、景観保全シート等の利用促進、美化啓発物品の作成支援.。 １，３４０千円 

 

区    分 内               容  
道路維持事業 

基幹道路整備事業 

【地域づくり課】 

・道路利用者の安全・安心な通行を図るため、道路の修繕等を実施する。   道路維持事業 檜前他１０大字 

・村内主要交差点での交通渋滞解消を図る整備を行う。              雷北交差点改良 用地買収・発掘調査・工事 

４０，０００千円 

５０，９２０千円 
 

林地崩壊防止事業 

河川改修事業【地域づくり課】 

・令和５年６月台風２号による被災箇所の再度の被災を防ぐため、山間渓流部からの土石流対策施設及び雨水放流水路の

整備を実施。                                       用地買収・工事 

１１，０００千円 

３８，１５０千円 

下水道施設整備事業 

【地域づくり課】 

・下水道施設の効率的な長寿命化のため、ストックマネジメント計画に基づき、マンホールポンプ場の改築工事及びマンホー

ル蓋の調査を実施する。                                  改築工事 2 機場、ﾏﾝﾎｰﾙ蓋調査 253 箇所 
３２，０００千円 

ごみ処理事業 

し尿処理事業【くらし窓口課】 
・一般廃棄物（可燃ごみ・資源ごみ・不燃・粗大ごみ）の適正な処理を行う。あわせて、し尿の適正な処理を引き続き実施。 

８０，５００千円 

５，６５０千円 

火葬料金助成事業 

【くらし窓口課】 
・火葬場が設置されている市町村との火葬料金の格差を軽減するため、火葬料金の一部助成を行う。 ５，０００千円 

デジタル化推進事業 

【総務財政課・くらし窓口課】 

・「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」に基づき国が推進するガバメントクラウドを利用することで、村システ

ムの標準化対応をおこない、全国どこでも同等の行政システムによる住民サービスを受けられるよう整備をおこなう。 

・生成 AI およびビジネスチャットを活用し、事務の効率化と職員の生産性向上等を図る。 

・マイナンバーカードを利用したサービスを拡充する。（オンライン申請・書かなくていい窓口） 

９１，８１０千円 

１，５００千円 

２，５３０千円 

軽四輪消防自動車購入事業 

【総務財政課】 

・第３分団に未配備となっている軽四輪消防自動車を購入配備することで、狭小な村内生活道路等における危機対応力の増

強整備を図る。 
１０，０００千円 

車座集会【総合政策課他】 ・村民との直接対話で、新しい発想や魅力を創造する村づくりの推進を図るため車座集会「明日香座」を開催する。【H24～】 ２１０千円 

“活力ある村づくり”の分野 

“明日香らしいたたずまい”の分野 

地域を支える“社会基盤づくり” 




